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広葉樹天然林の人工補iFについて

大の柄国有林
上68む林小班

施業区、対照区ともフ
゜
ロット3簡所

(5*6)調査のうえHA当に喚算
以下同じ

成長量調査
樹種別平均樹高、平均根元径

ほう芽消長量調査
施業区については61年度対比
対照区については63年度対比
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施業区と対照区で、樹高、根元径の成長に差が記められ、特に根元径
の肥大ではかなりの差が認められ、除伐効果が明らかとなつている。
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技 術 開 発 実 施 報 告

広葉樹天然林の人工補整について

大の柄国有林
168む林小班

ぼう芽株数及びぼう芽本数調査
施業区、対照区ともフ・ロット3簡所
(5*6)調査のうえHA当に喚算

以下同じ

成長量調査
樹種別平均樹高、平均根元径

ぽう芽消長量調査
施業区については61年度対比
対照区については63年度対比
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員翡 垢樵 蠣魃醜判 薯謂2、 ぼう芽本数の減少率はやや大きく、

海汰と考えられる。

3、 しい類のぼう芽が増理しているのは以前の調査もれによるものである。

4、成長量を見ると施業区、対照区の差が認められ保育の効割 確となつ

ている。
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技 術 開 発 完 了 報 告

様式 3                          菫屋営林署

課題名 広案樹天然林の人工補整について

‐
濯
分

自旨
，
区

|

餞意開発

F間

昭和 61年度～平成 7年度 担

　

当

森林整備謀

目

　

標

広薬樹天然林を有月広案樹林へ誘導する人工補整 (刈出し、芽かき等)の万法等、
育成天然林の施業方法について検討する。

結

果

天然林施東区において、保育施業区と対照区を比較すると

尉高、根元径の成長が大きく、特に根元径の肥大成長にかな

りの差が認められ、雑かん木の刈出しの効果が明 らかになっ

ている。

ぼう芽株数及びぼう芽発生本数比較では、保育施業区が有

目広薬樹の比率が高 くなっている。このことか らも保育の効
果が明らかである。

<人工> :
件費    36
務費

件質

覇  <76>
の他 <   >

計く 76>36
(但 し遣林費)

昭和 61年 3月
虐目営林署、大箆柄固有林 168む林小班
人工林施業区 1.13HA 天然林施業区 2.71HA
天然林施業区の保育施業区にプロット (5■×6■ )3箇所
対照区にプロット (5■×6■)3箇所

開発経過 と調査内容

タブ、イス、カシ類、
に試験地を設定 した。

1.言認貴地数

(1)設定年月

(2)場所

(3)面積

シイ類、他 L低賃林分の天然広葉樹をS59年 度に伐採し、S61年

(4)プロットの設定

2.~― 査内容

61年度 天然林の調査 (維樹発生調査、ほう芽株数、ほう芽発生調査及び本数調整量の
決定 )

保育 (天然林施業区の雑かん木の刈出し)

2年度 成長量調査 (平均樹高及び根元径)

ぼう芽株数及びぼう芽発生本数調査

63年度 成長量調査

ぼう芽株数及びぼう芽発生本数調査
保育 (天然林施業区の刈出し)

元年度 成長量調査

ぼう芽株数及びぼう芽発生本数調査

3年度 成長量調査
～  ぼう芽株数及びぼう芽発生本数調査

7年度 ぼう芽消長量調査 (施業区は61年度対比、対照区は 63年度対比 )

人L林施業区は経常の施業であるので、具体的調査は実施 していない。

評価及び普及指導

入隅地方は広案樹の生育状況が暉事なことから、天然林伐採跡地を早期に確実な有用広葉
するため、人工補菫による天然林施業の試験を行い一応の成果を得た。

普及指導 としては、まず目的樹種を決定し、発生後 2～ 4年間に他のかん木額 との競合を
する下メ1作業を実施する。

目的樹種の決定に当たつては、前生樹の生育状況や周囲の状況等を十分考慮する。
つる切は現地の実態により必要に応して行う。

有用広薬樹の成林が判別できる時期 (10年～20年生)になれば除伐を検討する。
以上のことを勘案し普及指導を行う。
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1.はじめに

天然林の減少に伴い、広葉樹特に有用広葉樹が減少する傾向にあり、有用広葉樹の資源的価
値が見直されてきている。

しかし、当管内における有用広葉樹の生育状況は、発生当初は他種との競合があり、早期に
確実な有用広葉樹へ誘導するためには、保育作業が重要である。

このようなことから、当地方における有用広葉樹であるタブ、イス、カシ類、シイ類を中心
とした天然杭施業の指標となる基礎ダーターを収集し、天然林施業体系を確立する試験を試み
た。

2.試験地の概要設定

(1)場所

(2)地況

(3)棚

鹿児島県鹿屋市上高隈町字
大箆柄国有林 168む林小班

標高 :650m  方位 :W  上壊型 :BD(d)
地質 :頁岩    土;性 :壊土 堆積土 :葡項土

前生樹は天怖 、樹齢 35年生、樹種脚或はタブ、イス、カシ類、シイ類、

長窪濶 き隼馘 で、ha当たり、本郷 ,D昧、蓄積枷 m'とな
っている。

3.試験の方法

(1)設定年月  昭和 61年 3月

(2)設定面積   3.84ha
(3)試験地の区分

人工林施業区1.13ha、 天然林施業区2.71halこ区分し、天然林保育施業区1.14ha、 対照区
1.57haにプロット (51n× 6m)をそれぞれ3簡所設定した。

(4)設定区域
人工林施業区は杉、・18を植栽。天然林施業区は、イス、タブ、カシ類、シイ類を主体と
した有用広業樹林へ誘導可能な林分とした。

4.調査方法

ぼう芽株本数及びほう芽発生本数調査
下刈を実行し、成長量調査
各調査事項の施業区と対照区の比較

調査結果
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(1)ほう芽株数対比表   棒グラフ 表-1 円グラフ 図-1、
(2)ほう芽発生本数対1ヒ表  棒グラフ 表-2 円グラフ 図-3、

(3)樹種別平均樹高対比表  棒グラフ 表-3
(4)ull平均根元径対比表 棒グラフ 表-4

ほう芽株数を比較すると、有用広葉樹の占める割合が施業区では72.
62.6%と なり、特にタブ、イスで顕著であった。

図-2
図-4

8%、 対照区では



ぼう鋼 比表
ha当たり株数 表-1

□ 施業区 S対 照区

ha当たりのぼう芽株数

施業区     図-1

ha当たりのぼう芽硫致

対照区     図-2
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ぼう芽発生本数をlLCすると、有用広葉樹の占める割合が施業区では75。 9%、

では61。 2%となった。施業区は特にタブ、イスが多く、対照区はイス、カシ類、

が多くなった。

ha当たりのぼう芽発生本取 表-2
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樹種別平均樹高をlLuすると、全ての樹種で施業区が良好な生育状況となった。特にタブ、
シイ類が良好であつた。

樹種別平均樹高  表-3

□ 加業区 国 対照区

樹種別平均根元径を比較すると、全ての樹種で施業区が良好な生育状況となった。特に、
シイ類、タプが良好であった。

樹種別平均根元径  表-4

□施業区 国対照区

6。 まとめ

施業区と対照区を比較した結果、施業区が有用広葉樹の占める割合及び生育状況ともに、

良好な結果となった。
大隅地方における天然林更新跡地は、タブ、イス、カシ類、シイ類等の発生生育がIF癖な

ことから、天然更新完了後、目的樹種を決定し的確な保育作業を実行すれば、早期に確実な

有用広葉樹林へ誘導できることが確認できた。
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